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■ 組 名の来台

曇り空でしたが、次々に大勢の来台があって、賑

わいました。夏休み中だし、お盆の連休中でもあり

ました。ペルセウス座流星群の極大が近づいている

ので、流れ星が見えるかと期待している人もいたよ

うです。昼間はもちろん、開台後にも、たくさんの

問い合わせ電話がありました。

公開開始頃は、時折ベガ（おりひめ星）が雲間

に見えていたので、アルタイル（ひこぼし）やデネ

ブが見えるはずの位置を指し示したりして、夏の大

三角を解説したりしました。ところが、しばらくする

と低い雲が一面に広がり、全く星が見えなくなって

しまいました。

それで、150インチの大スクリーンに夏の夜空に見

える明るい星々の写真を投映して、それぞれの色や

明るさ、周囲に見える星の密度の違いなどを説明。

星座早見を使った「明るい星の名前の調べ方」やスマホアプリの使い方を解説したり、夏の

大三角からへびつかい座やヘルクレス座を探す方法を説明したりしました。へびつかい座に

ついてのギリシャ神話の紹介なども。

その後、質疑応答を交えて、ペルセウス座流星群なども解説。終了時刻が近づいた頃、

ポツ・ポツと細かな雨が降り出しました。それで、一般公開の終了を告げ、機材を撤収。

残った質問者には、天文台のミーティング室で解説をしました。

運営担当は、Ts・N・Tkの3名でした。

県総合福祉センターで、開催。70名余＋スタッフ数名が参加。「星空を見上げて宇宙を探る」

というテーマに合わせて、「地球は縦回り」の話題を中心に解説しました。

スマホで割と簡単に星景写真を撮影できることを紹介。昨年の受講生から届いた写真を投

映しそれを使って解説。次に今の時期に見える星空を解説し、それに続けて天の川と惑星の

見え方から分かる地球（太陽系）と銀河系との関係を説明しました。

講座の開始前にも「月の見え方」についての質問を頂き、各話題の間にも質問を貰い、

終わり近くにはいくつか質問を頂いて、会場の方々と交流しながら、1時間半の講座を運営

8/12（土）、一般公開 組 名が来台

天の川が見え、40cm望遠鏡で多数の天体観察も

8/17（木）、 さわやか大学校（熊本校）

「星空を見上げて宇宙を探る」 80名の受講生と質疑も
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しました。

惑星（土星）探査機に

ついての質問や、地球外

生命などについての質問

もあり、いろんな視点か

らの解説につながりまし

た。土星の環と氷衛星の

話題や、天の川に漂う暗

黒星雲の説明を軸にして、宇宙と恒星や惑星、生命の誕生と私たちの関係を説明したら、と

てもおもしろがってくださったようです。

室内で大人数の「講座」、時間配分にも気を配りましたから、かなりくたびれました。でも、

40年以上も続いているアマチュア天文台＝熊本県民天文台に、大勢の方が興味を持って下さ

ったのではないかと思います。後日、募金を握りしめて来台されることを期待したいです。

■ お天気次第

お昼過ぎまでは、「今日は開催できないかも」と思うようなお天気でした。しかし、「開催

時刻頃は、雲は多いが雨は降らない」という予報で、博物館ネットワークセンターが開催す

ることを決定。昨日からの雨で、芝生がたっぷり水分を保っていたこともあって、準備を始

める時刻になっても、「熱中症」の警戒が必要なほどの高温・高湿度状態。汗をかきながら、

公園の東屋に150インチスクリーンを設置して、会場づくりをしました。

一方、「この状態では観測室は開けられないだろう」と予想。観測室では望遠鏡の解説だ

けを行う予定でいました。しかし、開催時刻が近づくにつれて予想外に雲が薄れて行き、な

んとか夏の大三角くらいは見えそうな気配。急遽、望遠鏡での眼視観察を加えることにしま

した。

時々プロジェクターを消して夏の大三角やへびつかい座、北斗七星と春の大曲線、へび

つかい座やさそり座の解説などを行いました。流れ星やブラックホール、星の位置の観察・

記録法などについて参加者からの質問を受けて、それぞれ解説したり。観測室の望遠鏡では、

アンタレス・ベガなどを観察、最後の2組ほどは土星も観察。

8/18（金）、フィールドミュージアム

「夏の星空を観察しよう」 61名が参加
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終了時刻頃には、東の低空に雷雲があり発雷が多数見えて、その雲の上方に土星が見え

ていました。今回は、県民天文台についてもたっぷり説明をし、募金のお願いもしっかりや

っておきました。

昨夜のフィールドミュージアムは申し込んだものの抽選に外れた人達が多数いたらしく、

今夜の一般公開にやってくるかもしれないので、運営委員3名で一般公開をしようと開台。

でも、雨が降り出しそうな曇り空。電話での問い合わせがありましたが、「空一面に厚い雲、

星は見えないと思います」と答えたら、「次の機会に」との返事。

20時まで待機して、観測室の2台のPCのOSをアップデート。次回のフィールドミュージア

ムの運営法について意見交換、など。雲が薄れそうにないので、公開を終了しました。

夏の星空の名所巡りや月や土星の観察、撮影など、

たっぷりと楽しんで頂きました。

電話問い合わせは数件あったので、玄関前広場に解

説場を準備しましたが、来台は1組だけ。江津湖での

花火大会や夏休み最後の週末という条件が影響した

のでしょうか？

雲はあったけれど大気の透明度は割と高くて、半月

過ぎの月があったにもかかわらず、星雲星団の観察

も楽しめました。私（艶島）は、久しぶりに観測室で

40cm望遠鏡を使っての一般公開に立ち会うことがで

きました。(ここ数年、広場での解説ばかり）

玄関前広場はとても蒸し暑い状態だったので、準備

と片付けでくたびれました。

今年は本当に変な(嫌な)お天気が続きますね。

JAXAのX線分光撮像衛星「XRISM」と小型月着陸実証機「SLIM」を搭載して打ち上げら

れる予定でした。その様子を私は自宅のベランダから撮影しようと機材を設置し、お試し撮

影も済ませて、準備万端で待機。合わせてYoutubeでのライブ配信を注視していました。

すると、「上空強風のため本日の打ち上げは中止と決定」とのアナウンス。

8/19（土）、一般公開しましたが、来台なし

8/26（土）、一般公開、1組3名の来台で貸切状態

40cm望遠鏡でたくさんの天体を観望して、楽しんでいただきました

8/28（月）、HⅡロケット47号機 直前で打ち上げを延期
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日本の南海上には、台風や複数の熱帯低気圧があって接近中。この状況では致し方があ

りませんね。しばらく似たような気圧配置が続きますが、無事に打ち上げられることを期待

しましょう。 → 9/7（木）、8時42分 無事打ち上げに成功しました！

曇り空だったけれど、運営委員2名とボランティア1名で公開しました。でも、20時までに来

台なし。そこで、このお天気では来台者は来ないと判断、運営を終了しました。

運営担当者3名は、それぞれ花火見物やバスケットW杯テレビ観戦などへ。

9/3(日)、横浜から孫がやってきたタイミングで、運良く晴れ。「星を見たい！」というので

公開しました。天気予報が良い方向にずれたので、肉眼で天の川が見える状態。40cm望遠

鏡で、アルタイル・アンタレス・M7・M22・アルビレオ・M27・M15・ベガ・WW・M57な

ど、たっぷり観察して貰いました。また、双眼鏡で、土星・アンタレス・アークトゥルスなど、

自分で導入して楽しんでいたようです。

今夜(9/3、土)は、久しぶりに望遠鏡を1時間あまり操作してみました。すると、接眼部の合

焦部分がゴロゴロ・・・する異常な状態。うまくピント合わせができない状態になっていま

した。このまま使うなら分解整備が必要でしょう。

また、クレイフォード式ではなくラックピニオン式の他の製品に取り替えようという意見も

出ています。今度の土曜日、トークアバウトの時に「どうするか」相談しましょう。

4日（月）の午後、不調だった合焦部を点検・調整しました。とりあえず、ゴロゴロ・・

・感はなくなり、一応正常に（？）動く状態になっています。

引き続き、9/9（土）のトークアバウトの際に、今後の対応を検討する予定です。

これからの予定 ☆印は 出張開催です

9/3（日）、特別公開、 横浜からの来台者

9/4（月）、接眼部の合焦部分を点検・整備

9/2（土）、一般公開、曇り空で来台なし

☆ 9/20（水）、熊本支援学校

「星空観察会」豊野少年自然の家で開催

☆ 9/22（金）、万日山公園で

「星空観察会」

★ 9/29（金）、フィールドミュージアム

「月と土星の観察」

県博物館ネットワークセンター主催

☆ 10/15（日）、熊本県環境センター

「星空観察会」 天の川と土星

★ 10/21（土）、城南図書館 18:30～

「星空観察会」 一般公開に合流

雨天順延し、以下の日程で開催

★ 10/28（土）、城南図書館 18:30～

「星空観察会」（予備日） 一般公開に合流



Voice of 864

★ C/2023P1 ( Nishimura )

　 8月13日に西村栄男氏(静岡県)はふたご座付近を撮影した

画像からに10等級の彗星らしき天体を発見した。この天体は

PCCPに HN00003と掲載された。その後各地で観測され、新彗

星 C/2023 P1と公表された。世界の各地の自動サーベイが活

躍している現在個人の新彗星発見は珍しい。動きを遡ってみ

るとうまい具合サーベイを潜り抜けて見やすくなったところ

を西村氏に気づかれたようだ。太陽に近くて見難くなる前の

今年 1月のサーベイ観測が見つかって軌道が良く決まり周期

450年程の長周期彗星と判明した。期待できる彗星と言える。　　　★光度カーブ図は吉田誠一氏作成

　発見後彗星は太陽に向かって動き、この号が発行される頃 　　　★光度カーブ図は吉田誠一氏作成

には太陽に接近して観測は困難なのが残念なところだ。下図は 135mmレンズをポラリエに載せて撮影し

たもの。小回りが利くの東の低空が見える所に持ち出して得た画像だ。彗星はまだ小さくて見栄えはし

ないが、もし大化けすればこうしたお手軽システムの出番になるかもしれない。

　この彗星は8月下旬から9月上旬が観測好機で、既にそれは過去のことだ。近日点通過 9月17日でその

頃に光度は最大となり 2-3等級になるとされる。この前後は薄明中の夕空低くに見える可能性もゼロで

ないが、天候等を考えると非常に難しい。では、地上からは無理でもSOHOがあるではないかと調べると

見事にその視野には入らない！視野の外を

大きくぐるりと回って動くのだ。結局11月

に夜明け前の南東の空に姿を見せるまで観

測はできない。南半球でも観測条件も良く

ない。なんとも観測者泣かせの彗星だ。

　彗星の姿は集光の強いまとまったコマか

らイオンの尾が細く長く伸びるオタマジャ

クシ型だ。イオンの尾は変化が激しいので

観測したいが、変化を記録するには観測可

能時間が短すぎるか。

　このご時世、新彗星を個人で発見た西村

氏に拍手をおくりたい。 　　　★光度カーブ図は吉田誠一氏作成

新彗星 C/2023 P1 (Nishimura)
Porco Nisse

Y-Mizuno 32cmL F5.4 + ST-10XEM 2022/08/29.80087UT



Voice of 864

　今年の夏はおかしい。常に太平洋高気圧のへりになっていて湿った南風が吹き雲が湧く。朝から

晴れていても午後には雲が湧き夕刻には曇るというパターンが続いて天文家にはストレスのたまる

天気だった。そんな中、一般公開日に珍しく晴れた夜があった。夏休みの終盤、熊本市の花火大会

の夜とあって来台車は少なく定刻に終了、その後彗星観測の準備を始め、徹夜の観測となった。

　主ターゲットは夜明け前に見える C/2023 P1なのだが、そのほかにも40cmRCで写せる彗星はたく

さんあるのだ。最初に天頂近くにある C/2023 E1が天頂から離れるのを待って40cmを向けた。カメ

ラはZWO ASI533MCPro4で視野は約15分角となる。自動導入では彗星像が入って来ない。なぜか30分

ほど東にずれている。手動で修正しようかと思ったが、マシンにエラーが出ると元も子もないので

素直に諦めた。軌道要素は何度も確認したのだけどなあ‥。

　続いてC/2020 V2を観測。これは問題なく終了した。次の 2Pは問題発生、位置が違うのだ。軌道

要素をチェックすると元期が古いことに気づいた。軌道要素ファイルを修正するとぴたり導入出来

て解決した。さて次は真打かと思っていると雨が降ってきた。嘘だろう、星が見えているのに‥慌

ててルーフを閉める。といっても40cmRCは終了手続きに時間を要する。ルーフを閉めた後ミラーを

確認すると雨粒の跡が残っている。困ったものだが、10分もすると雨が止んだ。

　ルーフを閉めるために用意した300mmF2.8システムは収納したので、代わりに135mmポラリエセッ

トを用意した。時間もたち、C/2023P1が昇ってきたので、40cm望遠鏡を向けた。低空ではあるが視

野内に彗星像があった。安心して 533MCProにて撮像を開始した。その間に135mmポラリエも彗星に

向けた。ポルックスを視野の端に入れると彗星も入るので、導入は簡単だ。青い彗星像がそこにあ

った。これも自動撮影を開始する。次は12cm屈折で眼視観測だ。視直径5分、光度7.6等と視たが尾

は見えなかった。この空での限界か。

　さて、帰宅してひと眠り後画像を処理

してみると C/2023 P1と思った星は違っ

ていた(上図)。なんだこれは･･動きが小

さいが彗星と長年の経験は判断している

が、背景の星は C/2023 P1でないと示し 　

ている。ふと気づいた！近くにいる 29P

ではないかと。接近した天体の導入時は

ズーム機能を使うべき、まさにトホホだ。

まあ,135mmの画像も撮れたし、眼視観測

も出来たので無駄ではないと思いつつも、

やっぱり40cmで撮りたかったなぁ。

ある夜のトホホ話



隕石分析顛末記 ―その２－ 

大住雅之 

前回はデジタル光学顕微鏡による、表面構造の観察結果をレポートしました。今

回は走査電子顕微鏡による、表面の高精細な観察についてお話しします。 

走査電子顕微鏡（Scanning Electron Microscope：SEM）は、電子線源から放

射された電子を、電子レンズ（コイル）を利用して集光させ、サンプルの表面の極一

部を走査しながら照射し、それによって反射した電子や２次電子を検出し、走査位

置との関係から画像化する方法を用いた顕微鏡です。 

電子線の波長は加速電圧に依存しますが 0.01nmよりもはるかに短く、一方で可

視光は 400～700nm の範囲です。

可視光を観察に用いる光学顕微鏡

と比較すると、SEM は、まず波長

の点で有利です。そして観察対象を

照射するスポット径も重要ですが、

これもナノメーターオーダーとな

り、SEM は、光学顕微鏡と比較し

てかなりの高倍率観察が可能とな

ります。 

今回、分析に使用した装置は日本電子製の JCM7000 で、所謂テーブル SEM と

呼ばれるものです。 

図１に実際に使用した装置の写

真を示しました。写真中央のパソ

コンのような白い筐体が SEM の

本体です。非常にコンパクトで、ロ

ータリーポンプとターボ分子ポン

プによって試料室を真空にし、観

察しますが、最近の装置では、高真

空観察と同時に低真空でも観察で

きるようになっています。 

SEM 本体の隣には、スパッタリ

ング装置があり、試料が導電性で

図１．走査電子顕微鏡 JEOL JCM7000 

図２．多孔質表面像１ 



無い場合、電子線を照射すると、表面に帯電を起こし、良い観察画像が得られなく

なるので、このような時は、この装置を使って、薄く金のコーティングを施します。 

但し今回の観察では処理をせずに

行いました。更に左隣にある装置は

断面試料作製装置（Cross Section 

Polisher：CP）で、SEM で観察す

る為に、Ar イオンビームを用いて、

平滑な断面を作る装置です。 

さて、SEM で観察すると、前回報

告したデジタル光学顕微鏡像より

も、更に高倍率の観察ができ、表面は

はっきりと、多孔質であることが解

ります。色々と条件を探り、加速電圧

15Kv で観察しました。図２では、

写真の下辺にスケールバーを示していて、白い帯状の長辺が 50 ㎛であり、図３で

は 10㎛になります。 

また、図３の写真の中には、谷をブリッジする線状の組織が認められ、明らかに

後天的な生成物であることが解ります。多分、カビの一種が繁茂したものと推定し

ました。 

更に拡大して、溶融部の周囲を観察した結果が、図４です。スケールバーの大き

さは 5㎛です。この場合、方形の

結晶物が観察されました。このよ

うな構造はある程度、ゆっくりし

た冷却があった際に生成される

もので、そうなると益々、隕石で

ある可能性は低くなります。 

さて次回は、エネルギー分散型

の蛍光 X 線分析装置でのスペク

トル分析による、元素比率やマッ

ピング結果について、報告しま

す。 図４．溶融部位周辺像 

図３．多孔質表面像２ 



 

 

 

 

 

暑い日々が続きますね。とは言え、さすがに朝晩は涼しさを感じます。ちょっとひん

やりする夜明け前、オリオンや冬の大三角形が綺麗だったり。日中、半袖 Tシャツで汗

まみれでも、夜は確実に秋に向かっています。 

さて、すっかり明けの明星となり夜明け前の東の空に煌煌と輝く金星ですが、その近

くに西村彗星が見える、ということで、朝４時から５時にかけて東の空を観望＆撮影し

ました。が、残念ながら、双眼鏡では確認できず・・・画像も・・・ 

ということで、今月の一枚は、７月１６日に撮った夏の天の川です。まだまだ暑いし、

夏の名残ということで。９月２１日には、アンタレス食もありますよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                  



  

天の川 

 

 

 

垂らしていたはずの釣り針が 

流され 

引っ張られて 

すっかり横倒しになってしまった 

 

河は 

今や すっかり垂直に 

立ち上がっている 

黒々と闇が息を潜める地上から 

天頂に向かって 

 

白銀の水しぶき 

 

落とした記憶を探して 

歩く 

右岸だったか 

左岸だったか 

曖昧な足跡の 

曖昧な時間 

 

どこか見知らぬ闇の中 

コオロギが 鳴いている 



２０２３年８月の県民天文台
～運営日誌より～

開台率 ４日／４日＝１００％ 総開台日数 ７日
一般来台者数 名 会員来台数 名

日付 天気 担当運営 来台数 記 事

5日(土) 曇り 中島 髙田 ５組 ｱｰｸﾄｩﾙｽ､ﾍﾞｶﾞ､M57,WW､ｱﾙﾋﾞﾚｵ､ｱﾝﾀﾚｽ
押方 １８名 40cm望遠鏡のﾛｰﾃｰﾀｰのオーバーランｴﾗｰで止ま

ってしまいました。

艶島 ４５名 西合志図書館天文台で観測会 天文講座を１時
間、☆の観測会を１時間

艶島 望遠鏡の復旧作業 悪戦苦闘の末何とか障害を
解消 正常動作を確認しました。

6日(日) 曇り 小林 ０名 台風6号のコースがやばいので、ドームの戸締
まりに来ました。何事もなく通り過ぎるとよい
のだけれど。

7日(月) 晴れ 中島 ０名 台風対策
草刈り きれいになりました

12日(土) 曇り 艶島 髙田 ９組 ｱｰｸﾄｩﾙｽ､ﾍﾞｶﾞ､望遠鏡
のち 中島 ３３名
雨 最初はｱｰｸﾄｩﾙｽが見えていましたが、すぐに曇っ

てしまって最後は雨が降り始めました。

天文台の庭では星座早見の使い方・星座ｱﾌﾟﾘ・
夏の星空説明・夏の大三角・蛇遣い座・ヘルク
レス座・見つけ方や神話・星座の種類・黄道１
２星座・流星と地球など

１ ８ 日 曇り 艶島 髙田 １８組 フィールドミュージアム(夏の星空)
(金) のち 中島 ６０名 ｱﾝﾀﾚｽ・ﾍﾞｶﾞ・ｱﾙﾋﾞﾚｵ・土星

晴れ ＋３名
最後の２組のみが土星を見ることが出来ました。
とにかく蒸し暑く、汗ぐっしょりになりました。

庭：夏の星空解説・夏の大三角・蛇遣い座・さ
そり座・春の大曲線等を観察・解説 流星・ブ
ラックホールなど質問あり 人工衛星が見えた。

１ ９ 日 曇り 艶島 髙田 ０人 電話一本入ったが、来台者なし。天気が悪く蒸
(土) 中島 し暑い。

募金箱 １７，６０１円でした。



２ ６ 日 晴れ 艶島 中島 １組 月、ｱﾝﾀﾚｽ、ﾍﾞｶﾞ、ｱﾙﾋﾞﾚｵ,M15,M27,M13,土星
(土) 小林 緒方 ３名 月がきれいでスマホで撮影。押せ胃も写ってよか

った。8/12のお客さんでしたが、今回は腫れて
いろいろ見ることが出来て満足していただけまし
た。

小林 彗星の撮影
待機中に雨が降ってきた。40cmは少し濡れてし
まった。１２P,C/2020V2,C/2023E1,C/202
3P1

☄12cm屈折で数年ぶりに を見た！
中島

望遠鏡接眼部の根元に25mmの延長リングを取り
付けました。このままで眼視・撮影共にOKです。
今後は撮影時に延長リングを脱着する必要はあり
ません。ただし、レデューサーを使わない場合は
あと一枚リングを入れる必要があります。

２ ８ 日 晴れ 中島 草刈り 際刈りが出来ませんでした。
(月)

西村彗星！
Hige

今月の話題はなんといっても西村彗星だ。久しぶりに彗星らしい姿を見たよ
うな気がする。明け方というのがなかなか厳しいが、きれいな尾が伸びた姿は
なかなかいい。年初のZTF彗星ほどではないけどね！

8月27日
昨夜、天文台の運営が終わってからＪ氏が彗星撮影の準備を始めた。
一緒に準備を手伝っている内に、透明度がよいので自分でも撮影する気になった。

23時30分頃に自宅に戻ったので、急いで屋上に上る。
目標は木星だ。木星の少し北側に西村彗星が見えるはずなので、東の空を眺めてみた。
すると、きれいに見える。やったね！

急いでお風呂に入ってから屋上に上る。カメラをセットしていろいろと準備。
カメラを冷やしてピント出しを終わらせたところで、ドームを閉めて仮眠。

3時半頃に起き出して屋上に上る。ドームを開けて最初はC/2023E1を撮ってピント
の確認などを行う。
ふたご座が登ってきたのを確認して、西村彗星に向けて見る。

あれ、おかしいな？まったく写らない？？？
よくよく確かめてみると、カストルと思って入れた基準星がポルックスだった！！
再設定をするときちんと入ってきた。青く輝くコマがきれいだ。尾もシュッと伸びてい
る。

後はひたすら撮影。



Ｂ５のたわごと

先月末の、スーパーブルームーンですが、九州は殆ど全滅でした。熊本でも、雲間か
らうっすら明るさが見えた程度。とても残念でした。ところが、今は便利になりました
ね。ネットで中継があり、それはそれで楽しめましたよ。日にち的には微妙な中継では
ありましたが、まぁコレという定義はないので、それはそれとして楽しめました。さて、
連日３０度超え、３５度も珍しくない毎日ですが、夜明けは涼しくなって来ましたね。
原稿の催促もあり、夜明け前から仕事していると、クーラー要らずで捗りました。さて、
これから台風シーズンでもありますね。早めの準備、早めの避難を心がけて下さいね。

☆１０月の天文現象＆行事☆

２日（月） 月が木星に最接近（１１：４９） 月が天王星に最接近（２２：５８）
おひつじ座δ星ボタインの(4.4等)食（福岡：20:07→21:44 暗縁から出現）

６日（金） 下弦（２２：４８）

８日（日） 寒露（かんろ・・・ 秋涼増長し、寒くなり露を結ぶ）

９日（月） りゅう座流星群が極大（夕方に極大）

１０日（火） 金星とレグルスが最接近 月が金星に最接近

１１日（水） 細い月と金星が並ぶ

１４日（土） トークアバウト（２０：００～ 変更の場合あり）

１５日（日） 新月（０２：５５）

１６日（月） 月が火星に最接近

１７日（火） わし座Ｒ星が極大（5.5～12.0等 周期270日）

１８日（水） 火星が地球から最遠（18:28 381436077km 1.6等 視直径 3.7"）

２０日（金） 水星が外合（03:18 -1.4等 視直径 4.7"）

２２日（日） オリオン座流星群が極大 上弦（１２：２９）

２４日（火） 霜降(そうこう … 露は霜と化して草木の葉は黄変するという意味で霜降)
金星が西方最大離隔（08:14 -4.4等 視直径 24.0"）
月が土星に最接近（２０：５１）

２５日（水） みずがめ座ψ1星の食（福岡：20:54→22:00 暗縁から潜入）

２６日（木） 月が海王星に最接近

２７日（金） 後の月（十三夜）

２９日（日） 部分月食（食開始 04:35 食の最大 05:14 食終了 05:53）
満月（０５：２４） 月が木星に最接近 水星と火星が最接近
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